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4.  その他 
(1) 重要な会計方針の変更 

(2) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期 1,430,000株 21年3月期 1,430,000株
② 期末自己株式数 22年3月期  86株 21年3月期  75株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
＊業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値が異なる可能性があります。なお、業 
 績予想の前提となる仮定及び業績予想に関する注記事項につきましては、３ページ「１．経営成績（１）経営成績に関する分析」をご参照下さい。 
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(1）経営成績に関する分析 

①当期の概況 

 当事業年度におけるわが国経済は、一部で景気悪化に底打ちの兆しが見られるものの、厳しい雇用情勢やデフレ

などの懸念要因もあり、依然として先行きの不透明感を払拭できない厳しい状況が続くこととなりました。 

冷凍食品業界におきましては、消費者の生活防衛意識の高まりによる節約・低価格志向が継続しており、商品の

低価格化の進行による企業間競争の激化で、厳しい経営環境となりました。 

このような状況のもとで、当社は引き続き「安全・安心」対応を最重点項目と捉え、更なる品質管理体制の強化

に努め、安全・安心で美味しい商品をお客様に提供することに注力し、平成22年２月にＩＳＯ22000の認証を取得

いたしました。また、営業部門においてはリニューアルした家庭用の「国産肉 肉だんご」の拡販に務め、当社が

トップシェアを持つ「冷凍ミートボール類」の更なるシェアアップに取組み、製造部門においては生産ロスの削減

によるコスト削減に取組んでまいりました。 

  販売面では、家庭用につきましては、主力製品の「国産鶏 鶏つくね串」「国産肉 肉だんご」「おべんとう焼

とり串」等が好調に推移しましたので、家庭用全体では、5,188百万円（前期比2.4％増）となりました。業務用に

つきましては、「肉だんご類」「和風総菜類」が堅調に推移しましたが、「豆腐製品類」「フライ製品類」が不振

で、競合他社との競争激化もあり、業務用全体では、5,287百万円（同5.2％減）となりました。これらにより、合

計売上高は、10,475百万円（同1.6％減）となりました。 

  利益面では、主要原材料である鶏肉の値下がり、製品在庫の処分売りの減少等で、営業利益は348百万円（同

8.8％増）、経常利益は323百万円（同14.1％増）となりましたが、泉佐野工場の家庭用「国産肉 肉だんご」「国

産鶏 鶏つくね串」ラインの改修及び新規導入による固定資産除売却損等の特別損失の発生がありましたので、当

期純利益は144百万円（同2.5％減）となりました。 

  

②次期の業績見通し 

  次期の見通しにつきましては、先行き不透明な状況であり、当冷凍食品業界におきましても、引き続き企業間競

争の激化等、厳しい経営環境が続くものと思われます。 

 そのような状況のもと当社は、販売面につきましては、ミートボールのシェアアップ及び業務用新規ルートの開

拓によって売上増に注力してまいるとともに、徹底したコスト削減と人材教育により経営体質の強化を図ってまい

ります。 

 その結果、売上高は、11,005百万円（前期比5.1％増）、営業利益は324百万円（同7.0％減）、経常利益は291百

万円（同9.7％減）、当期純利益は、149百万円（同3.8％増）を見込んでおります。 

 なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数

値と異なる可能性があります。   

  

(2）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

〈資産〉 

 当事業年度末における総資産は、前事業年度末に比べ128百万円増加し、6,348百万円となりました。流動資産

は、未収入金等が増加したものの、原材料、現金及び預金、製品等が減少しましたので、前事業年度末に比べ102

百万円減少し、3,782百万円となりました。固定資産は、除却の発生と減価償却費の計上による減少があったもの

の、泉佐野工場において家庭用「国産鶏 鶏つくね串」の増産ラインを導入したこと等に伴う有形固定資産の取

得がありましたので、前事業年度末に比べ230百万円増加し、2,565百万円となりました。 

〈負債〉  

 当事業年度末における負債は、前事業年度末に比べ17百万円増加し、4,325百万円となりました。流動負債は買

掛金等が減少したものの、短期借入金、１年内返済予定の長期借入金等が増加しましたので、前事業年度末に比

べ715百万円増加し、3,745百万円となりました。固定負債は、退職給付引当金の増加があったものの、長期借入

金等が減少しましたので、前事業年度末に比べ697百万円減少し、579百万円となりました。 

〈純資産〉  

 当事業年度末における純資産は、主に利益剰余金の増加で、前事業年度末に比べ110百万円増加し、2,023百万

円となりました。 

  

１．経営成績
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②キャッシュ・フローの状況 

 当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、税引前当期純利益の計上、減価償却費の

計上及び短期借入れ等による資金の増加があったものの、仕入債務の減少、有形固定資産の取得等による資金の減

少があったことにより、前事業年度末に比べ31百万円減少し、当事業年度末には、348百万円となりました。 

 当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は、次のとおりであります。 

  

〈営業活動によるキャッシュ・フロー〉 

 当事業年度において営業活動の結果、得られた資金は600百万円（前期比127.0％増）となりました。これは主

に、仕入債務の減少140百万円、法人税等の支払額133百万円等による資金の減少があったものの、減価償却費の

計上343百万円、税引前当期純利益の計上259百万円、たな卸資産の減少83百万円等による資金の増加があったこ

とによるものであります。 

  

〈投資活動によるキャッシュ・フロー〉 

 当事業年度において投資活動の結果、使用した資金は678百万円（前期比72.4％増）となりました。これは主に

有形固定資産の取得による資金の減少が693百万円あったことによるものであります。 

  

〈財務活動によるキャッシュ・フロー〉 

 当事業年度において財務活動の結果、得られた資金は47百万円（前期は88百万円の使用）となりました。これ

は、長期借入金の返済117百万円等による資金の減少があったものの、短期借入れ200百万円による資金の増加が

あったことによるものであります。 

  

 （キャッシュ・フロー関連指標の推移） 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注２）営業キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しております。 

（注３）有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。 

  

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社はこれまで、株主の皆様への利益還元を経営の重要な政策と位置付け、財務体質の強化と将来の事業展開に

備えた内部留保の充実を図りながら、安定した配当を継続して実施していくことを基本方針としてまいりました。

  しかしながら、平成22年1月29日付の「平成22年3月期配当予想の修正及び株主優待制度の廃止に関するお知ら

せ」及び平成22年3月18日付の「テーブルマーク株式会社による当社株式に対する公開買付けの結果に関するお知

らせ」に記載のとおり、テーブルマーク株式会社による当社株式に対する公開買付けが成立いたしましたので、平

成22年3月期の期末配当につきましては無配とさせていただきます。 

 なお、平成23年3月期の配当は未定であります。 

    

(4）事業等のリスク 

 本書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のあ

る事項には、以下のようなものがあります。 

 なお、文中の将来に関する事項は、本決算短信提出日現在において当社が判断したものであります。 

①原材料価格及び確保について 

 当社は鶏肉、牛肉、豚肉、鶏卵等の原材料を仕入れて製造しておりますが、これらの原材料は世界的な食糧事情

の変化、鶏インフルエンザ、為替相場の変動等の理由により価格が大きく変動しております。当社といたしまして

は、３ケ月毎に契約を締結するなどの対応をしておりますが、想定している価格より大幅に上昇したり、品薄等に

より原材料の入手が困難な状況になった場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

  平成20年3月期 平成21年3月期 平成22年3月期 

 自己資本比率（％）  30.1  30.8  31.9

 時価ベースの自己資本比率（％）  25.8  19.3  34.5

 キャッシュ・フロー対有利子負債比率  2.2  6.4  3.0

 インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  22.9  6.8  15.9
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②主力商品の販売について 

 当社は、主力商品のうち「肉だんご」「鶏つくね串」につきましては、その大部分を自社工場で製造しており主

要な収益源となっております。これらの商品の販売状況が悪化した場合には、製造ラインの変更等により対応いた

しますが、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

③品質管理について 

 当社は、「安全・安心」を基本方針とし、お客様の信頼に応えていくべく企業努力をしております。平成17年に

認証取得しました「ＩＳＯ９００１シリーズ」に続いて、平成22年２月には「ＩＳＯ２２０００」の認証を取得

し、これを機会に一層の品質管理強化を図っております。しかし、クレーム発生等により大規模な商品回収等が発

生した場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

④委託製造への依存について 

 当社は、主力商品につきましては自社製造しておりますが、約半数は委託製造に依存しております。当社としま

しては、管理体制の強化を図っておりますが、何らかの原因により主要委託先での製造ができなくなった場合は、

当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑤労働力について 

 今後も、日本の労働人口は減少が予想されます。当社としましては、機械化・製造業務委託の強化等により対応

してまいりますが、今後必要な労働力が何らかの理由により確保できない場合には、当社の業績に影響を及ぼす可

能性があります。 

⑥法的規制について 

 当社の事業に関しての法的規制は次のとおりであります。 

 ①食品衛生法②食品表示に関する法律③製造物責任法（ＰＬ法）等があります。これらの法的規制が強化された

場合には、管理コストや設備投資等の新たな費用が発生すること等により、当社の業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。 

⑦当社の親会社である日本たばこ産業㈱及びテーブルマーク㈱との関係について 

 当社の親会社は、日本たばこ産業㈱及びテーブルマーク㈱の２社であります。 

 日本たばこ産業㈱とは、人的関係、取引関係はありませんが、同社のグループ企業に対する政策変更等があれば

当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 平成22年2月3日から平成22年3月17日までテーブルマーク㈱による当社株式に対する公開買付けが実施された結

果、平成22年3月31日現在、同社の所有に係わる議決権の数の総株主等の議決権に対する割合が98.16％となりまし

た。それに伴い、当社株式は監理銘柄（確認中）となっております。 

 取引関係につきましては、当社は、テーブルマーク㈱と「仕入業務委託契約」を締結しており、仕入業務の効率

化によりグループのメリットを享受しております。 

 当社の取締役５名のうち１名がテーブルマーク㈱の執行役員を、２名が同社の従業員を兼務しております。これ

は、当社の業務執行に関する決定に参加し助言を得ることを目的として招聘したものであります。また、当社の監

査役３名のうち１名がテーブルマーク㈱の監査役を兼務しております。これは、当社監査体制の強化を目的として

招聘したものであります。 

 これらの関係に変化が生じた場合には、当社の業績に影響を及ぼす可能性があります。 
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 当社は、日本たばこ産業㈱を中心とするグループ企業群の中で、テーブルマークグループに属しております。 

 当社は、創業以来、冷凍食品事業に特化して事業展開してまいりました。当社を除くテーブルマークグループにお

きましても、冷凍食品事業を展開しておりますが、その大きな違いは、当社の製品は「完全調理済冷凍食品」の和・

中惣菜の製造・販売を事業の柱にしているのに対し、当社を除くテーブルマークグループの冷凍食品事業は、コロッ

ケ・フライ等の解凍後の調理を要する製品及び麺類・米飯類の製造・販売を事業の柱にしている点にあります。 

 「完全調理済冷凍食品」は、冷凍食品のもつ「保存性」に加え、電子レンジや熱湯による加熱解凍または流水解凍

して食することができるという「簡便性」を兼ね備えている点がその特徴であり、家庭用におきましては調理時間の

短縮化や後片付けの簡素化が図れるという特徴があり、業務用におきましては「調理技術の未熟なアルバイト等でも

均質な仕上がりが期待できる」といった特徴を兼ね備えております。 

 当社は、創業以来、この製造技術の研鑽につとめ「肉だんご」「鶏つくね串」「エビのチリソース」「若鳥八幡

巻」といった、美味しさと簡便性を両立させた惣菜製品の成功により、専業メーカーとして会社を成長させてまいり

ました。この方向性は、平成12年３月のテーブルマークグループ入り後も全く変化しておらず、食品メーカーとして

のテーブルマークグループの総合力を仕入れや製造において活用しながら、市場における競争力を高め、付加価値の

高い惣菜製品の開発により、事業を伸長させていくことが、当社の役割であると考えております。 

    

  

 当社の主な取扱商品は、次のとおりであります。 

（1）家庭用 

和風惣菜類：鶏つくね串、おべんとう焼とり串、丼の具他 

中華惣菜類：肉だんご、エビのチリソース他 

洋風惣菜類：チーズちくわ、チーズが入ったじゃがいももち他 

畜肉巻物類：ミニ若鳥八幡巻、二色巻他 

そ の 他：とり小判他 

（2）業務用 

和風惣菜類：つくね串各種、豆腐製品各種、若鳥もも照焼、筑前煮、丼の具他 

中華惣菜類：肉だんご各種、エビのチリソース煮各種他 

洋風惣菜類：フライ製品各種、玉子製品各種他 

畜肉巻物類：若鳥八幡巻、若鳥二色巻、チキンロールスライス、牛肉巻 

そ の 他：ハンバーグ各種、ソース各種他 

  

 
   

２．企業集団の状況
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(1）会社の経営の基本方針 

  当社は、創業以来、冷凍食品事業に特化して事業展開をしてまいりました。当社を除くテーブルマークグループも

冷凍食品事業を展開しておりますが、当社の特徴を生かした独自のブランドで事業を成長させていくことが、テーブ

ルマークグループにおける当社の役割であると考えております。当社の経営方針、事業展開方針は次のとおりであり

ます。 

（a）経営理念 

 「―安全・安心・信頼― あたたかなハートで『食』をクリエイトするケイエス冷凍食品」を経営理念として

おり、完全調理済冷凍食品のパイオニアとして、「美味しさ」にこだわった製品の提供に努めております。 

（b）基本方針 

 「安全・安心」を基本方針としており、品質管理に注力し、お客様に安心して食していただける製品の提供に

努めております。 

（c）事業展開方針 

 当社の主力製品であります「冷凍ミートボール」の分野におきまして、当社はトップシェアを占めており、こ

の分野においては業界トップとなっております。当社の冷凍食品業界における存在意義を高めていくためには、

このシェアを更に伸ばし、当社のコアビジネスとして確立していく必要があると考えております。家庭用・業務

用を問わずこの分野においては積極的な事業展開を行ってまいります。また、「冷凍ミートボール」以外におき

ましても「和風総菜類」等、市場ニーズに応えられる製品を提供し、「冷凍ミートボール」に次ぐ分野を作って

いくことにより企業として成長してまいりたいと考えております。 

  

(2）目標とする経営指標 

  当社は、冷凍食品業界が厳しい経営環境にあり、その中でも企業努力により利益を確保していかなければならない

ということから、当面は売上高経常利益率を重視していきたいと考えております。当事業年度におきましては3.1％

でありましたが、コスト競争力の強化により、5.0％を目指してまいります。 

  

(3）中長期的な会社の経営戦略 

  当社は、冷凍食品業界におきましては中堅でありますが、「冷凍ミートボール」の分野では、トップ企業であり、

今後は、この当社の強い分野を更に強くし、特色ある冷凍食品専門メーカーとして社会的存在意義を高めてまいりま

す。製造拠点につきましては、自社の製造設備、既存の委託工場及びテーブルマークグループの国内外工場を活用し

てまいります。また、製品開発におきましては、「安全・安心」と「美味しさ」に加え「健康」を重視した製品を開

発し、お客様の食生活を豊かにすることにより、社会貢献してまいります。 

  

(4）会社の対処すべき課題 

 冷凍食品業界におきましては、食の安全に関する問題、少子高齢化及び人口減少に伴う食品需要の減少等、厳しい

経営環境が続くものと思われます。このような状況のもと、当社は「―安全・安心・信頼― あたたかなハートで

『食』をクリエイトするケイエス冷凍食品」の経営理念のもと健康や美味しさをテーマとし、お客様のニーズにスピ

ードと柔軟性をもって対処してまいります。また、引き続き「安全・安心」対応を基本方針として次の課題に取組ん

でまいります。 

①新製品の開発 

 お客様のニーズの多様化にスピードと柔軟性をもって対応し、「ケイエス冷凍食品らしい製品づくり」をテーマに

安全・安心で美味しさ、健康を追求した製品をタイムリーに提供してまいります。 

②安全・安心 

 企業の社会的責任が厳しく問われ、安全・安心への取組みがますます重視される中、当社は生産部門のパート・ア

ルバイトも含めた全従業員に対する教育に注力し、ＩＳＯ２２０００による品質管理の強化を図り、原材料関連工場

及び委託工場の品質管理体制の確立にも、前向きに取組んでまいります。 

③コスト競争力の強化 

  テーブルマークグループの購買力及び国内外工場の活用を通してコスト競争力を強化してまいります。また、工場

における製造設備のメンテナンス強化や更新による生産ロスの削減、生産部門と業務部門の連携によるチャンスロス

の削減及び物流の再構築などを行い、コストダウンに取組んでまいります。 

④環境問題への取組み 

  泉佐野工場におきまして製品を生産する際に、産業廃棄物（汚泥、動植物性残渣、廃プラスチック類等）が発生し

ています。当社では、生産工程におけるロス削減を強化することにより、産業廃棄物の減容、減量にむけて取組むと

ともに、食品リサイクル法に基づきリサイクルを行い、環境問題への取組みを推進してまいります。 

  

３．経営方針
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（5）その他、会社の経営上重要な事項 

  当社の親会社であるテーブルマーク株式会社が、平成22年２月３日より実施しておりました当社株式に対する公 

 開買付けが平成22年３月17日をもって終了し、平成22年３月25日（決済日）をもって、当社株式731,603株を取得 

 し、公開買付け前に所有していた672,000株と合わせ、同社の所有に係わる議決権の数の総株主等の議決権に対す 

 る割合が98.16％となりました。 

   さらに、当社は、テーブルマーク株式会社による当社の完全子会社化手続きの一環として、平成22年６月下旬の 

 定時株主総会と同日に普通株式の株主による種類株主総会を開催し、完全子会社化手続きに必要な定款一部変更等 

 を付議する予定です。 

  それにより、当社は、株式会社名古屋証券取引所の規則に従い、当該議案の承認可決がなされた日の翌日から１ 

 か月を経過した日をもって上場廃止となる予定であります。  
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 379,511 348,503

受取手形 70,936 72,647

売掛金 2,086,771 2,081,893

製品 854,761 824,462

仕掛品 807 1,203

原材料 186,469 132,534

前払費用 18,472 17,519

繰延税金資産 71,946 71,314

未収入金 201,532 220,939

その他 14,067 12,528

貸倒引当金 △216 △862

流動資産合計 3,885,061 3,782,685

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※1  2,187,248 ※1  2,234,759

減価償却累計額 ※2  △1,255,236 ※2  △1,338,855

建物（純額） 932,011 895,903

構築物 ※1  108,353 ※1  108,353

減価償却累計額 ※2  △77,039 ※2  △80,235

構築物（純額） 31,313 28,117

機械及び装置 ※1  2,813,531 ※1  2,919,702

減価償却累計額 ※2  △2,208,035 ※2  △2,028,421

機械及び装置（純額） 605,496 891,281

車両運搬具 1,493 2,003

減価償却累計額 △1,340 △1,109

車両運搬具（純額） 152 893

工具、器具及び備品 ※1  96,303 ※1  102,795

減価償却累計額 ※2  △85,586 ※2  △92,289

工具、器具及び備品（純額） 10,717 10,505

土地 ※1  382,934 ※1  382,934

リース資産 23,487 14,929

減価償却累計額 ※2  △10,223 ※2  △8,389

リース資産（純額） 13,263 6,539

有形固定資産合計 1,975,889 2,216,174

無形固定資産   

ソフトウエア 1,888 1,796

リース資産 24,080 15,946
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

電話加入権 9 9

無形固定資産合計 25,979 17,752

投資その他の資産   

投資有価証券 73,939 83,241

長期貸付金 20,000 10,000

従業員長期貸付金 1,600 1,354

破産更生債権等 1,472 32,976

長期前払費用 10,699 1,517

繰延税金資産 160,193 183,630

差入保証金 39,527 40,902

その他 50,889 19,377

貸倒引当金 △25,322 △41,076

投資その他の資産合計 332,999 331,923

固定資産合計 2,334,867 2,565,850

資産合計 6,219,929 6,348,536

負債の部   

流動負債   

支払手形 134,809 148,818

買掛金 ※3  1,180,055 ※3  1,026,027

短期借入金 ※1  700,000 ※1  900,000

1年内返済予定の長期借入金 ※1  117,200 ※1  719,600

リース債務 17,230 10,304

未払金 539,567 570,094

未払費用 65,063 77,580

未払法人税等 71,289 78,003

未払消費税等 6,404 20,110

預り金 5,082 8,325

賞与引当金 89,500 93,212

設備関係支払手形 104,127 93,779

流動負債合計 3,030,329 3,745,857

固定負債   

長期借入金 ※1  879,600 ※1  160,000

リース債務 20,156 12,272

退職給付引当金 377,111 406,975

固定負債合計 1,276,867 579,248

負債合計 4,307,197 4,325,105
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成21年３月31日) 

当事業年度 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 856,400 856,400

資本剰余金   

資本準備金 539,200 539,200

資本剰余金合計 539,200 539,200

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 519,105 627,641

利益剰余金合計 519,105 627,641

自己株式 △103 △119

株主資本合計 1,914,602 2,023,121

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,869 309

評価・換算差額等合計 △1,869 309

純資産合計 1,912,732 2,023,430

負債純資産合計 6,219,929 6,348,536
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

売上高 10,645,047 10,475,926

売上原価   

製品期首たな卸高 794,269 854,761

当期製品仕入高 ※1  4,980,984 ※1  4,657,373

当期製品製造原価 ※1  3,310,890 ※1  3,315,998

合計 9,086,145 8,828,132

他勘定振替高 ※2  54,972 ※2  32,112

製品期末たな卸高 854,761 824,462

製品売上原価 8,176,410 7,971,557

売上総利益 2,468,636 2,504,369

販売費及び一般管理費 ※3, ※4  2,147,991 ※3, ※4  2,155,661

営業利益 320,645 348,708

営業外収益   

受取利息 197 956

受取配当金 1,609 1,696

助成金収入 384 17,550

雑収入 1,074 1,799

営業外収益合計 3,265 22,001

営業外費用   

支払利息 38,638 36,711

株式公開費用 － 9,261

雑損失 2,044 1,604

営業外費用合計 40,682 47,577

経常利益 283,228 323,132

特別利益   

貸倒引当金戻入額 9,450 －

固定資産売却益 － ※5  7

賞与引当金戻入額 － 436

特別利益合計 9,450 443

特別損失   

固定資産除売却損 ※5  10,671 ※5  42,385

固定資産減損損失 ※6  2,482 ※6  6,394

ゴルフ会員権評価損 ※7  1,400 1,500

貸倒引当金繰入額 － 14,250

特別損失合計 14,554 64,529

税引前当期純利益 278,123 259,046

法人税、住民税及び事業税 123,549 139,062

過年度法人税等 14,841 －

法人税等調整額 △8,281 △24,300

法人税等合計 130,109 114,762

当期純利益 148,014 144,284
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製造原価明細書

    
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

金額（千円） 
構成比 
（％） 

Ⅰ 材料費    2,172,905  65.6  2,055,691  62.0

Ⅱ 労務費    559,079  16.9  583,530  17.6

(うち賞与引当金繰入額)    (21,900)        (27,748)      

(うち退職給付費用)    (27,075)        (23,285)      

Ⅲ 経費    578,457  17.5  677,171  20.4

(うち外注加工費)    －        －      

(うち減価償却費)    (186,605)        (249,469)      

当期総製造費用    3,310,441  100.0  3,316,394  100.0

期首仕掛品たな卸高    1,256        807      

合計    3,311,697        3,317,201      

期末仕掛品たな卸高    807        1,203      

当期製品製造原価    3,310,890        3,315,998      

          

（注）原価計算の方法   組別総合原価計算       同左      
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 856,400 856,400

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 856,400 856,400

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 539,200 539,200

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 539,200 539,200

資本剰余金合計   

前期末残高 539,200 539,200

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 539,200 539,200

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金   

前期末残高 442,587 519,105

当期変動額   

剰余金の配当 △71,496 △35,748

当期純利益 148,014 144,284

当期変動額合計 76,517 108,536

当期末残高 519,105 627,641

利益剰余金合計   

前期末残高 442,587 519,105

当期変動額   

剰余金の配当 △71,496 △35,748

当期純利益 148,014 144,284

当期変動額合計 76,517 108,536

当期末残高 519,105 627,641

自己株式   

前期末残高 △103 △103

当期変動額   

自己株式の取得 － △16

当期変動額合計 － △16

当期末残高 △103 △119

株主資本合計   

前期末残高 1,838,084 1,914,602

当期変動額   

剰余金の配当 △71,496 △35,748
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当期純利益 148,014 144,284

自己株式の取得 － △16

当期変動額合計 76,517 108,519

当期末残高 1,914,602 2,023,121

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △540 △1,869

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,329 2,179

当期変動額合計 △1,329 2,179

当期末残高 △1,869 309

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △540 △1,869

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,329 2,179

当期変動額合計 △1,329 2,179

当期末残高 △1,869 309

純資産合計   

前期末残高 1,837,544 1,912,732

当期変動額   

剰余金の配当 △71,496 △35,748

当期純利益 148,014 144,284

自己株式の取得 － △16

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,329 2,179

当期変動額合計 75,188 110,698

当期末残高 1,912,732 2,023,430
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成20年４月１日 

 至 平成21年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 278,123 259,046

減価償却費 275,254 343,225

固定資産減損損失 2,482 6,394

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,311 16,400

賞与引当金の増減額（△は減少） 8,100 3,712

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37,976 29,864

受取利息及び受取配当金 △1,806 △2,652

支払利息 38,638 36,711

固定資産売却損益（△は益） － △7

固定資産除売却損益（△は益） 10,671 42,385

ゴルフ会員権評価損 950 1,500

売上債権の増減額（△は増加） △29,095 3,166

たな卸資産の増減額（△は増加） △148,322 83,837

仕入債務の増減額（△は減少） 15,430 △140,017

未収入金の増減額（△は増加） △36,120 △10,839

未払金の増減額（△は減少） 10,749 23,046

未払消費税等の増減額（△は減少） △16,746 45,338

その他 5,021 28,642

小計 443,995 769,754

利息及び配当金の受取額 1,806 2,652

利息の支払額 △39,010 △37,775

法人税等の支払額 △142,242 △133,996

営業活動によるキャッシュ・フロー 264,549 600,635

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △358,139 △693,800

有形固定資産の売却による収入 － 11,866

投資有価証券の取得による支出 △15,992 △5,627

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 200 245

貸付けによる支出 △30,000 －

貸付金の回収による収入 － 10,000

その他 10,278 △1,362

投資活動によるキャッシュ・フロー △393,653 △678,678

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 200,000 200,000

短期借入金の返済による支出 △100,000 －

長期借入金の返済による支出 △117,200 △117,200

配当金の支払額 △71,496 △35,748

その他 － △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △88,696 47,035

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △217,800 △31,007

現金及び現金同等物の期首残高 597,311 379,511

現金及び現金同等物の期末残高 ※  379,511 ※  348,503
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 該当事項はありません。  

   

継続企業の前提に関する注記
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重要な会計方針

項目 
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

その他有価証券 

時価のあるもの 

  決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処

理し、売却原価は総平均法により算定）

を採用しております。 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

  時価のないもの 

 総平均法による原価法 

時価のないもの 

同左 

２．デリバティブ等の評価基

準及び評価方法 

デリバティブ 

 時価法 

デリバティブ 

同左 

３．たな卸資産の評価基準及

び評価方法 

月次移動平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

月次移動平均法による原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法） 

   （会計方針の変更） 

たな卸資産の評価方法の変更 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、月次総平均法による原価

法によっておりましたが、当事業年度より

親会社との会計基準の統一に伴い、月次移

動平均法による原価法により算定しており

ます。この変更に伴う損益に与える影響額

は軽微であります。 

  

  たな卸資産の評価基準の変更  

 通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、月次総平均法による原価

法によっておりましたが、当事業年度より

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企

業会計基準第９号 平成18年７月５日）が

適用されたことに伴い、月次移動平均法に

よる原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に

より算定しております。 

 この結果、従来と同一の基準によった場

合と比べて、当事業年度の営業利益、経常

利益及び税引前当期純利益はそれぞれ

5,200千円減少しております。 
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項目 
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

４．固定資産の減価償却の方

法 

(1）有形固定資産（リース資産を除く） 

    定率法（ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については定額法）を採用しており

ます。 

   なお、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

   建物         ３～38年 

   構築物        ７～30年 

   機械装置       ７～17年 

(1）有形固定資産（リース資産を除く） 

    定率法（ただし、平成10年４月１日以

降に取得した建物（建物附属設備を除

く）については定額法）を採用しており

ます。 

   なお、主な耐用年数は以下のとおりで

あります。 

   建物         ３～38年 

   構築物        ７～30年 

   機械装置       ７～18年 

   （追加情報） 

 法人税法の改正に伴い、当社は、機

械装置については、法人税法の改正を

契機に耐用年数の見直しを行い、当事

業年度より耐用年数の延長を行ってお

ります。 

 この結果、従来と同一の基準によっ

た場合と比べて、当事業年度の減価償

却費は12,445千円減少し、営業利益、

経常利益及び税引前当期純利益はそれ

ぞれ同額増加しております。 

  

  (2）無形固定資産（リース資産を除く） 

   定額法 

  なお、自社利用のソフトウェアにつ

いては、社内における利用可能期間（５

年）に基づいております。 

(2）無形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

  (3）リース資産  

   所有権移転外ファイナンス・リース

取引に係るリース資産ついては、リー

ス期間を耐用年数として、残存価額を

零とする定額法を採用しております。 

(3）リース資産  

同左 
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項目 
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

 ５．繰延資産の処理方法 ――――――― ――――――― 

６．引当金の計上基準 (1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権について

は個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。 

(1）貸倒引当金 

同左 

  (2）賞与引当金 

 従業員の賞与支給に充てるため、翌事

業年度支給見込額に基づき当期対応額を

見積って計上しております。 

(2）賞与引当金 

同左 

  (3）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に充てるため、当事

業年度末の退職給付債務の見込額に基づ

き計上しております。 

(3）退職給付引当金 

同左 

７．リース取引の処理方法 ―――――――  所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の売買取引に係る方法に

準じた会計処理によっております。 

８．ヘッジ会計の方法 (1）ヘッジ会計の方法 

 金利スワップのみで、特例処理の要件

を満たしているため、特例処理によって

おります。 

(1）ヘッジ会計の方法 

同左 

  (2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…金利スワップ 

ヘッジ対象…借入金 

(2）ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…同左 

ヘッジ対象…同左 

  (3）ヘッジ方針 

 金利スワップ取引は、長期借入金の一

部に係る金利変動リスクを回避する目的

で、実債務を対象元本とした取引のみ利

用する方針であります。 

(3）ヘッジ方針 

同左 

  (4）ヘッジの有効性評価の方法 

 金利スワップについては、特例処理の

要件を満たしておりますので、有効性の

評価を省略しております。 

(4）ヘッジの有効性評価の方法 

同左 

９．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動

について僅少なリスクしか負わない取得日

から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期

投資からなっております。 

同左 

10．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項 

消費税等の会計処理 

 消費税及び地方消費税の会計処理は、税

抜方式によっております。 

消費税等の会計処理 

同左 
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会計処理方法の変更

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

  （リース取引に関する会計基準） 

 所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっておりましたが、当事業年度より「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６

月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30

日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月

18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成

19年３月30日改正））を適用し、通常の売買取引に係

る方法に準じた会計処理によっております。 

 なお、リース取引開始日が適用初年度開始前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引については、前事

業年度末における未経過リース料期末残高相当額（利

息相当額控除後）を取得価額とし、期首に取得したも

のとしてリース資産に計上する方法によっておりま

す。この変更に伴う損益に与える影響額は軽微であり

ます。 

          ――――――― 
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表示方法の変更

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

（損益計算書） 

 前事業年度まで区分掲記しておりました「受取保険金」

（当事業年度114千円）は、営業外収益の総額の100分の10

以下となったため、営業外収益の「雑収入」に含めて表示

しております。 

――――――― 
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注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
（平成21年３月31日） 

当事業年度 
（平成22年３月31日） 

※１．担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

※１．担保資産及び担保付債務 

 担保に供している資産は次のとおりであります。 

建物 (工場財団) 千円897,560

構築物 (  〃  )  31,313

機械及び装置 (  〃  )  528,045

工具器具及び備品 (  〃  )  7,251

土地 (  〃  )  382,934

計    1,847,104

建物 (工場財団) 千円871,428

構築物 (  〃  )  28,117

機械及び装置 (  〃  )  788,661

工具器具及び備品 (  〃  )  6,662

土地 (  〃  )  382,934

計    2,077,805

 担保付債務は次のとおりであります。  担保付債務は次のとおりであります。 

短期借入金 千円200,000

１年内返済予定長期借入金  117,200

長期借入金  279,600

計  596,800

短期借入金 千円200,000

１年内返済予定長期借入金  119,600

長期借入金  160,000

計  479,600

※２．有形固定資産の減価償却累計額には、減損損失累計

額を含めて表示しております。 

※２．有形固定資産の減価償却累計額には、減損損失累計

額を含めて表示しております。 

※３．関係会社項目 

 関係会社に対する負債は次のものがあります。 

※３．関係会社項目 

 関係会社に対する負債は次のものがあります。 

買掛金 千円458,363 買掛金 千円336,648
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（損益計算書関係）

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

※１．関係会社に係るもの 

 関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれて

おります。 

※１．関係会社に係るもの 

 関係会社との取引に係るものが次のとおり含まれて

おります。 

当期製品仕入高 千円235,195

当期製品製造原価(原材料仕入高)  1,884,766

当期製品仕入高 千円90,615

当期製品製造原価(原材料仕入高)  1,489,867

※２．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。 ※２．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。 

無償見本費への振替高 千円54,972 無償見本費への振替高 千円32,112

※３．販売費に属する費用のおおよその割合は68％、一般

管理費に属する費用のおおよその割合は32％でありま

す。 

 主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

※３．販売費に属する費用のおおよその割合は67％、一般

管理費に属する費用のおおよその割合は33％でありま

す。 

 主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

販売促進費 千円199,945

運送費  402,658

保管料  170,172

給与  452,080

賞与引当金繰入額  65,500

退職給付費用  56,032

減価償却費  60,358

販売促進費 千円190,821

運送費  391,622

保管料  184,575

給与  469,220

賞与引当金繰入額  63,464

退職給付費用  53,869

減価償却費  57,401

※４．研究開発費の総額 ※４．研究開発費の総額 

一般管理費に含まれる研究開発費 千円51,407 一般管理費に含まれる研究開発費 千円47,827

※５．固定資産除売却損益の内訳  

  ［固定資産売却益］  

                       －千円 

  ［固定資産除却損］ 

※５．固定資産除売却損益の内訳 

  ［固定資産売却益］ 

    機械及び装置              7千円  

  ［固定資産除却損］ 

建物 千円2,239

機械及び装置  8,356

工具器具及び備品  75

計  10,671

建物 千円8,535

機械及び装置  33,601

車両運搬具   34

工具器具及び備品  213

計  42,385
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前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

※６．減損損失 

    当事業年度において、当社は以下の資産について減

損損失を計上しました。 

※６．減損損失 

    当事業年度において、当社は以下の資産について減

損損失を計上しました。 

   (１) 資産のグルーピングの方法 

 当社は、全社で１つの資産グループとしており

ます。ただし、遊休固定資産等については、物件

ごとに収支把握可能であるため、個々に独立した

資産グループとしております。 

   (１) 資産のグルーピングの方法 

 当社は、全社で１つの資産グループとしており

ます。ただし、遊休固定資産等については、物件

ごとに収支把握可能であるため、個々に独立した

資産グループとしております。 

   (２) 減損損失を認識した資産グループ及び減損損失

計上額、資産種類ごとの内訳 

   (２) 減損損失を認識した資産グループ及び減損損失

計上額、資産種類ごとの内訳 

場所 用途 種類 金額 

上町倉庫 

（大阪府泉

佐野市） 

冷凍食品製

造付帯設備 
建物 千円673

冷凍食品製

造装置 
機械装置 千円1,809

場所 用途 種類 金額 

 上町倉庫

（大阪府泉

佐野市） 

冷凍食品製

造装置 
機械装置 千円6,394

   (３) 減損損失の認識に至った経緯 

 上町倉庫の遊休固定資産について、資産の時価

の著しい下落が生じたため、減損損失を認識しま

した。 

   (３) 減損損失の認識に至った経緯 

 上町倉庫の遊休固定資産について、資産の時価

の著しい下落が生じたため、減損損失を認識しま

した。 

   (４) 回収可能価額の算定方法 

 上町倉庫の遊休固定資産については、売却可能

価額により測定しております。 

   (４) 回収可能価額の算定方法 

 上町倉庫の遊休固定資産については、売却可能

価額により測定しております。 

※７．ゴルフ会員権評価損 

    ゴルフ会員権評価損のうち、450千円は貸倒引当金

繰入額であります。 

※７．ゴルフ会員権評価損 

――――――― 
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前事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

（株主資本等変動計算書関係）

  
前事業年度末株式
数（株） 

当事業年度増加株
式数（株） 

当事業年度減少株
式数（株） 

当事業年度末株式
数（株） 

発行済株式         

普通株式  1,430,000  －  －  1,430,000

合計  1,430,000  －  －  1,430,000

自己株式         

普通株式  75  －  －  75

合計  75  －  －  75

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 
１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成20年６月30日 

定時株主総会 
普通株式  71,496  50 平成20年３月31日 平成20年７月１日 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（千円） 
配当の原資 

１株当たり配
当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成21年６月18日 

定時株主総会 
普通株式  35,748 利益剰余金  25 平成21年３月31日 平成21年６月19日
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当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

  

２．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

  該当事項はありません。 

  

  
前事業年度末株式
数（株） 

当事業年度増加株
式数（株） 

当事業年度減少株
式数（株） 

当事業年度末株式
数（株） 

発行済株式         

普通株式  1,430,000  －  －  1,430,000

合計  1,430,000  －  －  1,430,000

自己株式         

普通株式  75  11  －  86

合計  75  11  －  86

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 
１株当たり配当
額（円） 

基準日 効力発生日 

平成21年６月18日 

定時株主総会 
普通株式  35,748  25 平成21年３月31日 平成21年６月19日 

（キャッシュ・フロー計算書関係）

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記さ

れている科目の金額との関係 

（平成21年３月31日現在） （平成22年３月31日現在）

（千円） （千円）

現金及び預金勘定 379,511

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 379,511

現金及び預金勘定 348,503

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 348,503
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（リース取引関係）

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取引 

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以

外のファイナンス・リース取引 

１．リース資産の内容 

 （ア）有形固定資産 

    主としてコンピュータ端末機（工具器具及び備

品）であります。 

１．リース資産の内容 

 （ア）有形固定資産 

同左 

 （イ）無形固定資産 

    ソフトウェアであります。 

 （イ）無形固定資産 

同左 

２．リース資産の減価償却の方法 

   重要な会計方針「４．固定資産の減価償却の方法」

に記載のとおりであります。 

２．リース資産の減価償却の方法 

同左 
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当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

１．金融商品の状況に関する事項 

(1) 金融商品に対する取組方針  

        当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、また、資金調達については銀行借入による方針

であります。デリバティブは、借入金の金利変動リスクを回避するために利用し、投機的な取引は行いま

せん。  

      (2) 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制  

        営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関して

は、当社の与信管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用

状況を定期的に把握する体制としております。 

        投資有価証券である株式は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有する

企業の株式であり、定期的に把握された時価が取締役会に報告されております。 

        営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。 

        借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金（原則として５年以内）

は主に設備投資に係る資金調達であります。変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されております

が、このうち長期のものの一部については、支払金利の変動リスクを回避し支払利息の固定化を図るため

に、個別契約ごとにデリバティブ取引（金利スワップ）をヘッジ手段として利用しております。ヘッジの

有効性の評価方法については、金利スワップの特例処理の要件を満たしているため、その判定をもって有

効性の評価を省略しております。 

        デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規程に従って行っており、また、デ

リバティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行って

おります。 

        また、営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社では、月次に資金繰計画を作成

するなどの方法により管理しております。 

       (3) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

         「２．金融商品の時価等に関する事項」におけるデリバティブ取引に関する契約額等については、そ

の金額自体がデリバティブ取引に係る市場リスクを示すものではありません。  

２．金融商品の時価等に関する事項 

 平成22年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりでありま

す。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含まれておりません（（注２）

参照）。 

（単位：千円）

 (※）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 

  

（金融商品関係）

   貸借対照表計上額（※）  時価（※）  差額 

 (1) 現金及び預金  348,503  348,503  －

 (2) 受取手形及び売掛金  2,154,540  2,154,540  －

 (3) 未収入金   220,939   220,939   －

 (4) 投資有価証券 

   その他有価証券  68,941  68,941  －

 (5) 支払手形及び買掛金  (1,268,626)  (1,268,626)  －

 (6) 短期借入金  (900,000)  (900,000)  －

 (7)1年内返済予定長期借入金  (719,600)  (719,600)  －

 (8)未払金  (570,094)  (570,094)  －

 (9)未払法人税等  (78,003)  (78,003)  －

 (10) 長期借入金  (160,000)  (163,928)  (3,928)

 (11) デリバティブ取引  －  －  －
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  （注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 

    （1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金、並びに（3）未収入金 

       これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

    （4）投資有価証券 

       これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 

       なお、有価証券はその他有価証券として保有しており、これに関する貸借対照表計上額と取得原価との差

額は以下のとおりであります。 

 （単位：千円）

    （5）支払手形及び買掛金、(6)短期借入金、(7)1年内返済予定長期借入金、(8)未払金、並びに(9)未払法人税等

       これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっておりま

す。 

    （10）長期借入金 

       長期借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実行後

大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によって

おります。固定金利によるものは、一定の期間ごとに区分した当該長期借入金の元利金の合計額（金利スワ

ップの特例処理の対象とされた長期借入金については、その金利スワップのレートによる元利金の合計額）

を同様の借入において想定される利率で割り引いて現在価値を算定しております。 

    （11）デリバティブ取引 

       「デリバティブ取引関係」注記参照。 

  （注２）非上場株式（貸借対照表計上額 14,300千円）は、市場価額がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積るこ

となどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、「（3）投資有価証券 その他有価証券」には含

めておりません。 

 （注３）金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 

（単位：千円）

 （注４）長期借入金及びその他の有利子負債の返済予定額 

（単位：千円）

  

（追加情報） 

  当事業年度より、「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 平成20年３月10日）及び「金融

商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号 平成20年３月10日）を適用してお

ります。 

   種類  取得原価  貸借対照表計上額  差額 

貸借対照表計上額が取得原価

を超えるもの 
 株式  49,473  52,238  2,765

貸借対照表計上額が取得原価

を超えないもの 
 株式  18,946  16,703  △2,243

合計  68,419  68,941  521

  １年以内 

 現金及び預金  348,503

 受取手形及び売掛金  2,154,540

 投資有価証券 

  その他有価証券のうち満期があるもの  －

合計  2,503,044

  1年以内 1年超2年以内 2年超3年以内 3年超4年以内 4年超5年以内 5年超 

 短期借入金  900,000  －  －  －  －  －

 長期借入金  －  80,000  80,000  －  －  －

合計  900,000  80,000  80,000  －  －  －
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前事業年度（平成21年３月31日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの 

２．時価評価されていない主な有価証券の内容 

（有価証券関係）

  種類 
取得原価 
（千円） 

貸借対照表計上額 
（千円） 

差額 
（千円） 

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

るもの 

(1）株式  19,081  21,411  2,329

(2）債券                  

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  19,081  21,411  2,329

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

ないもの 

(1）株式  43,710  38,228  △5,482

(2）債券                  

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  43,710  38,228  △5,482

合計  62,792  59,639  △3,152

  貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券      

非上場株式  14,300
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当事業年度（平成22年３月31日現在） 

１．その他有価証券で時価のあるもの 

２．時価評価されていない主な有価証券の内容 

  種類 
取得原価 
（千円） 

貸借対照表計上額 
（千円） 

差額 
（千円） 

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

るもの 

(1）株式  49,473  52,238  2,765

(2）債券                  

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  49,473  52,238  2,765

貸借対照表計上額

が取得原価を超え

ないもの 

(1）株式  18,946  16,703  △2,243

(2）債券                  

① 国債・地方債等  －  －  －

② 社債  －  －  －

③ その他  －  －  －

(3）その他  －  －  －

小計  18,946  16,703  △2,243

合計  68,419  68,941  521

  貸借対照表計上額（千円） 

その他有価証券      

非上場株式  14,300
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１．取引の状況に関する事項 

２．取引の時価等に関する事項 

前事業年度（平成21年３月31日） 

 該当事項はありません。 

 なお、金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しておりますので、注記の対象から除い

ております。 

当事業年度（平成22年３月31日） 

    （1）ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引 

       該当するものはありません。 

    （2）ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引 

       ヘッジ会計の方法ごとの決算日における契約額又は契約において定められた元本相当額等は、次のとおり

であります。 

  

  

（デリバティブ取引関係）

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

(1）取引の内容 

 利用しているデリバティブ取引は、金利関連では金利

スワップ取引であります。 

――――――― 

(2）取引に対する取組方針 

 金利スワップ取引は、長期借入金の一部に係る金利負

担の軽減及び将来の目的で実債務を対象元本とした取引

にのみ利用する方針であります。 

  

(3）取引の利用目的 

 金利スワップ取引は、長期借入金の調達コストの低減

及び将来の金利上昇が一定の範囲内に限定する目的で利

用しております。 

 なお、デリバティブ取引を利用してヘッジ会計を行っ

ております。 

  

① ヘッジ会計の方法 

 金利スワップのみで、特例処理の要件を満たしてい

るため、特例処理によっております。 

  

② ヘッジ手段とヘッジ対象 

ヘッジ手段…金利スワップ 

ヘッジ対象…借入金 

  

③ ヘッジ方針 

 金利スワップ取引は、長期借入金の一部に係る金利

変動リスクを回避する目的で、実債務を対象元本とし

た取引のみ利用する方針であります。 

  

④ ヘッジの有効性評価の方法 

 金利スワップについては、特例処理の要件を満たし

ておりますので、有効性の評価を省略しております。

  

(4）取引に係るリスクの内容 

 金利スワップ取引については、将来の金利変動による

リスクがありますが、デリバティブ取引の契約先はいず

れも信用度の高い金融機関を取引相手としており、信用

リスクはほとんどないものと判断しております。 

  

(5）取引に係るリスク管理体制 

   デリバティブ取引については、目的、限度額、方針等

を、経理部経理課にて決定しております。 
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（単位：千円）

（※）金利スワップの特例処理によるものは、ヘッジ対象とされている長期借入金と一体として処理されているた

め、その時価は、当該長期借入金の時価に含めて記載しております。  

ヘッジ会計 

の方法 

デリバティブ取引 

の種類等 

主なヘッジ 

対象 
契約額等 

契約額等の 

うち1年超 
時価 

当該時価の 

算定方法 

金利スワップの特

例処理 

金利スワップ取引 

 支払固定・受取変動 
長期借入金  840,000  160,000 （※） － 
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１．採用している退職給付制度の概要 

 当社は、確定給付型の制度として、厚生年金基金制度及び退職一時金制度を設けております。 

 なお、要拠出額を退職給付費用として処理している複数事業主制度に関する事項は次の通りであります。 

     （1）制度全体の積立状況に関する事項（平成21年３月31日現在） 

     （2）制度全体に占める当社の掛金拠出割合（自平成20年４月１日 至平成21年３月31日）  

                            3.08％ 

     （3）補足説明 

       上記（1）の差引額の主な要因は、年金財政計算上の過去勤務債務残高996,115千円、当事業年度不足金

2,035,839千円及び資産評価調整額△2,665,436千円であります。当事業年度における過去勤務債務の償却方

法は期間17年の元利均等償却であります。 

 なお、上記（2）の割合は当社の実際の負担割合とは一致しません。 

２．退職給付債務に関する事項 

３．退職給付費用に関する事項 

（退職給付関係）

年金資産の額  17,544,032 千円   

年金財政計算上の給付債務の額   23,241,423 千円   

差引額  △5,697,391 千円   

  
前事業年度 

（平成21年３月31日） 
当事業年度 

（平成22年３月31日） 

(1）退職給付債務（千円）  △377,111  △406,975

(2）年金資産（千円）  －  －

(3）未積立退職給付債務（1)＋(2)（千円）  △377,111  △406,975

(4）未認識数理計算上の差異（千円）  －  －

(5）退職給付引当金（3)＋(4)（千円）  △377,111  △406,975

前事業年度 

（平成21年３月31日） 

当事業年度 

（平成22年３月31日） 

（注）１．退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採

用しております。 

（注）１．退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採

用しております。 

  

２．このほか、自社の拠出に対応する年金資産

の額を合理的に計算することが出来ない総

合設立型厚生年金基金制度の年金資産の額

は、615,864千円（掛金拠出割合）でありま

す。 

２．このほか、自社の拠出に対応する年金資産

の額を合理的に計算することが出来ない総

合設立型厚生年金基金制度の年金資産の額

は、541,076千円（掛金拠出割合）でありま

す。 

  

  
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

退職給付費用  83,107  77,155

(1）勤務費用  83,107  77,155

前事業年度 

（平成21年３月31日） 

当事業年度 

（平成22年３月31日） 

（注）総合設立の厚生年金基金への拠出額35,819千円

は「(1）勤務費用」に計上しております。 

（注）総合設立の厚生年金基金への拠出額40,402千円

は「(1）勤務費用」に計上しております。 
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前事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

該当事項はありません。  

当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

該当事項はありません。  

（ストック・オプション等関係）

ケイエス冷凍食品㈱ (2881)  平成22年３月期決算短信（非連結）

36



前事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

 該当事項はありません。 

当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 該当事項はありません。 

（税効果会計関係）

前事業年度 
（平成21年３月31日） 

当事業年度 
（平成22年３月31日） 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳 

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の

内訳 

(1）流動資産 (1）流動資産 

繰延税金資産 (千円)

賞与引当金  36,426

未払事業税  6,743

その他  28,777

繰延税金資産合計  71,946

繰延税金資産 (千円)

賞与引当金  36,223

未払事業税  5,648

その他  29,443

繰延税金資産合計  71,314

(2）固定資産 (2）固定資産 

繰延税金資産 

退職給付引当金  153,484

ゴルフ会員権評価損  11,396

固定資産減損損失   4,659

その他  2,049

繰延税金資産小計  171,589

評価性引当額  △11,396

繰延税金資産合計  160,193

繰延税金資産 

退職給付引当金  165,639

ゴルフ会員権評価損  13,349

固定資産減損損失   2,602

その他  2,568

繰延税金資産小計  184,159

評価性引当額  △529

繰延税金資産合計  183,630

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率

との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因と

なった主要な項目別の内訳 

  (％)

法定実効税率  40.7

（調整） 

交際費等永久に損金に算入されない項目  4.1

住民税均等割等  2.4

過年度法人税、住民税及び事業税  5.3

法人税額の特別控除  △1.5

その他  △4.2

税効果会計適用後の法人税等の負担率  46.8

  (％)

法定実効税率  40.7

（調整） 

交際費等永久に損金に算入されない項目  4.7

住民税均等割等  2.5

過年度法人税、住民税及び事業税  －

法人税額の特別控除  △1.7

その他  △1.9

税効果会計適用後の法人税等の負担率  44.3

（持分法損益等）
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前事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

（追加情報）  

 当事業年度より、「関連当事者の開示に関する会計基準」（企業会計基準第11号 平成18年10月17日）及び、「関連当

事者の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第13号 平成18年10月17日）を適用しております。 

 なお、これによる開示対象範囲の変更はありません。 

   関連当事者との取引  

財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

 （注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件及び取引条件の決定方針等 

上記会社からの購入価格については、市場価格を参考に決定しております。 

当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

   １．関連当事者との取引  

財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等 

 （注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれております。 

２．取引条件及び取引条件の決定方針等 

上記会社からの購入価格については、市場価格を参考に決定しております。 

３．㈱加ト吉は、平成22年１月１日付で社名をテーブルマーク㈱に変更致しました。 

  

   ２．親会社に関する注記 

    (1) 親会社情報 

       日本たばこ産業㈱（東京証券取引所、大阪証券取引所、名古屋証券取引所、福岡証券取引所、札幌証券取

引所に上場） 

       テーブルマーク㈱（非上場）  

（関連当事者情報）

種類 会社等の名
称又は氏名 所在地 

資本金又は
出資金 
（千円） 

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関連当事
者との関
係 

取引の内容
取引金額 
（千円） 科目 期末残高

（千円） 

親会社  ㈱加ト吉  
香川県  

観音寺市
 47,502,630

冷凍食品

の製造販

売  

 (被所有) 

 直接 

 間接 

47.00

27.97

製品・原

材料の仕

入  

製品・原材

料の購入  
 2,119,962 買掛金 458,363

種類 会社等の名
称又は氏名 所在地 

資本金又は
出資金 
（千円） 

事業の内容
又は職業 

議決権等
の所有
（被所
有）割合 
（％） 

関連当事
者との関
係 

取引の内容
取引金額 
（千円） 科目 期末残高

（千円） 

親会社  
テーブルマ

ーク㈱  

香川県  

観音寺市
 47,502,630

冷凍食品

の製造販

売  

 (被所有) 

 直接 

  

98.16

製品・原

材料の仕

入  

製品・原材

料の購入  
 1,580,482 買掛金 336,648
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 （注） １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

前事業年度（自 平成20年４月１日 至 平成21年３月31日） 

 該当事項はありません。 

当事業年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前事業年度 
（自 平成20年４月１日 

至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭1,337 64

１株当たり当期純利益金額 円 銭103 51

１株当たり純資産額 円 銭1,415 7

１株当たり当期純利益金額 円 銭100 90

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

同左 

  
前事業年度 

（自 平成20年４月１日 
至 平成21年３月31日） 

当事業年度 
（自 平成21年４月１日 

至 平成22年３月31日） 

当期純利益（千円）  148,014  144,284

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  148,014  144,284

期中平均株式数（株）  1,429,925  1,429,924

（重要な後発事象）
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（1）生産実績 

 当事業年度の生産実績を販路別に示すと、次のとおりであります。 

（注）１．金額は販売価格によっております。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３．生産実績を品種別に示すと、次のとおりであります。 

４．上記には、自社製造のほか、委託製造、海外製造分が含まれております。 

  

（2）受注状況 

 当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

  

５．生産、受注及び販売の状況

販路別 
第38期事業年度 

（自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日） 

前年同期比（％） 

家庭用（千円）  5,236,675  102.1

業務用（千円）  5,189,179  92.4

合計（千円）  10,425,853  97.0

品種別 
第38期事業年度 

（自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日） 

前年同期比（％） 

和風惣菜類（千円）  4,898,173  101.0

中華惣菜類（千円）  3,029,653  93.2

洋風惣菜類（千円）  1,483,046  89.0

畜肉巻物類（千円）  646,747  99.1

その他（千円）  368,236  112.1

合計（千円）  10,425,853  97.0
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（3）販売実績 

 当事業年度の販売実績を販路別に示すと、次のとおりであります。 

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．販売実績を品種別に示すと、次のとおりであります。 

販路別 
第38期事業年度 

（自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日） 

前年同期比（％） 

家庭用（千円）  5,188,290  102.4

業務用（千円）  5,287,636  94.8

合計（千円）  10,475,926  98.4

品種別 
第38期事業年度 

（自 平成21年４月１日 
  至 平成22年３月31日） 

前年同期比（％） 

和風惣菜類（千円）  4,802,153  99.9

中華惣菜類（千円）  3,148,074  97.4

洋風惣菜類（千円）  1,484,191  91.7

畜肉巻物類（千円）  652,346  102.1

その他（千円）  389,162  112.1

合計（千円）  10,475,926  98.4
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(1）役員の異動 

  記載が可能になり次第「決算発表資料の追加（役員の異動）」として開示いたします。 

  

６．その他
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